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既存戸建住宅のＺＥＨ改修や省エネを目的としたリノベーションの取組みの現状

年以降 ７
棟

断熱 耐震自然
素材

コンセプト

引渡実績の内訳として
スケルトン（全解体）で １％

「ゾーン断熱」で ９ の比率。
スケルトンは新築同様の断熱性能で

施工可能なことから、 基準（地域区分６）
の 値 Ｗ ㎡Ｋをクリア。
「ゾーン断熱」においても、床・壁・天井・
窓はスケルトンと同一の断熱性能材を使用し
ております。

リノベーション事業展
開

熊本リノベモデルハウス 福岡リノベモデルハウス

エコワークスの住まいは、「自然素材でつく
る」「自然エネルギーで快適に暮らす」がコ
ンセプト。
自然素材を使い健康にやさしく癒しの空間を
つくり、自然エネルギーの利用で省エネル
ギーを実現して、心豊かに暮らせる住まいを
つくります。
それがエコワークスが目指す性能向上リノ
ベーションです。性能向上で家を省エネ化す
れば、 ２やエネルギーを削減して環境貢献
にもなり、経済的でもあります。
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既存戸建住宅のＺＥＨ改修や省エネを目的としたリノベーションの取組みの現状

資料 ２単独世帯断熱性能別平均単価世帯人数

ゾーン断熱０４４人少ない６８４万円コストアップ

２
階

１
階

断熱工事に要する概算費用 延床面積： ㎡（ 坪）で試算
※下地＋断熱材 ㎡数、解体費含む。仕上工事（床、クロス、屋根、外壁など）除く

資料 ３全断熱（スケルトン）とゾーン断熱のコスト比較

全断熱（スケルトン）ゾーン断熱

天井 壁 床 内窓 小計
1階 0 1,002,659 981,240 635,290 2,619,189

ゾーン断熱の場合、屋根・外壁は既存とした。仕上材は含まない。

ゾーン断熱　合計 ¥ 2 ,6 1 9 ,1 8 9

屋根・天井 壁 床 断熱窓 小計
外部解体 337,068 1,297,632 1,634,700

1階 0 1,002,659 981,240 960,100 2,943,999
2階 668,976 1,041,663 0 551,960 2,262,599

全断熱　合計 ¥ 6 ,8 4 1 ,2 9 8

要因

性能向上リノベーションに取組んでいる弊社でも６９％は「ゾーン断熱」。
その要因として次の２点が考えられる。
実績内訳の８５％は単独世帯。
「ゾーン断熱」の単独世帯人数は２４４人（二世帯帯
除く）、全ての居室に断熱を必要としていない。

要因 昭和 年以前の建物をＺＥＨ基準相当へ性能向上
させるにはコストが大幅に上昇する。

人～ 人の世
帯が半数以上
を占める。
子育てが終了
した世代がメ
イン。

万
ｺｽﾄｱｯﾌﾟ

使う部屋
を断熱

寝室へ
バストイ
レ

間取変更

築 ３年（ ６１年５月竣
工）熊本県大津町 様邸

垂れ下がり用をなさない

床下

１０

天井

壁

１０

床の断熱

壁の断熱

窓の断熱

壁をはがす

床をはがす

単板ガラス

複層ガラス
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ樹脂サッシ

課題：全断熱（スケルトン） 改修は 新築よりも費用が高額とな
る。 拡大 拡大

総工事費： 万円

事例１

（税
抜）

改修前（S55年） 改修後

天井 グラスウール
1０K　t50

高性能グラスウール
１０K　t 1 8 0

壁 グラスウール
1０K　t50

高性能グラスウール
１６K　t 1 0 5

床 無し 押出法ポリスチレンフォーム
３種a D  t 5 0

サッシ 金属製建具
単板ガラス

樹脂＋金属ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞサッシ
Lo w -E　複層ガラス

断熱仕様

２ 既存戸建住宅のＺＥＨ改修や省エネを目的としたリノベーションの取組みの課題



築 年（ 年 月竣工）
熊本県熊本市北区 様邸

無断熱、断熱施工が混在

床下

天井裏に雨漏り跡・か
びが見られました。

熊本地震後の
ブルーシート

天井

壁

１０

２ 既存戸建住宅のＺＥＨ改修や省エネを目的としたリノベーションの取組みの課題

課題：全断熱（スケルトン） 改修は 新築よりも費用が高額とな
る。

拡大 拡大

総工事費： １４３万
円

事例２

（税
抜）

床の断熱

壁の断熱

窓の断熱

壁をはがす

床をはがす

単板ガラス

複層ガラス
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ樹脂サッシ

改修前（S55年） 改修後

天井 グラスウール
1０K　t50

高性能グラスウール
１０K　t 1 8 0

壁 グラスウール
1０K　t50

高性能グラスウール
１６K　t 1 0 5

床 無し 押出法ポリスチレンフォーム
３種a D  t 5 0

サッシ 金属製建具
単板ガラス

樹脂＋金属ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞサッシ
Lo w -E　複層ガラス

断熱仕様

３ 化改修の基準はどうあるべきか

設計時評価（省エネ計算シミュレーションでの評価）とすべき
理由：運用実績では、世帯人数やライフスタイルで大きな差があるので評価項目として不適切と思わ

れる。
一部空間（主要居室等）での評価を可とすべき ＋寝室＋脱衣室＝ゾーン断熱
理由：改修時期（築３０年超）の住居は「子育て」時に建築されたもの。世帯人数が３人 人へ減少、

必要のない（空いた）部屋が存在する。

その場合、省エネ計算シミュレーションとの連動をどう考えるか。
対策： 範囲を限定した部分的な改修計画を評価する方法として

『改修版自立循環型住宅への設計ガイドライン』で示された「部分評価 」と
「 ＊（キュースター）」を使用することを提案したい。

改修版自立循環型住宅への
設計ガイドライン
ページ～ ページ参照




